
　瓦屋橋は、元禄時代中期以降に架けられたと考えられて
いる。橋の東側には、今も瓦屋町という町名が残るように、瓦
の窯や土取場があり瓦の生産が盛んに行われ、この地には
御用瓦師・寺島藤右衛門（てらしまとうえもん）の請地があっ
た。寺島氏は豊臣秀吉の御用瓦職人でもあったが、大坂の
陣で徳川方に内通したことで、後の徳川幕府から瓦の土取
場として上町台地西辺の地、約4万6千坪を借り請けたといわ
れている。当時、大坂夏の陣で焼失した大阪の町の復興に
瓦屋根の需要が高まり、橋の東詰に瓦を積み出す施設が設
けられ、船の往来で賑わった。
　ちなみに松屋町の人形は、瓦屋町の瓦職人が仕事の合
間に焼いた素焼きの人形が評判となり、人形店が立ち並ぶ
きっかけになったといわれいる。また、橋の西詰南側には「お
染久松新版歌祭文」のモデルになった油屋があった。
　これまでは木橋だった橋が、近代橋になったのは昭和7
（1932）年で、簡易的な構造の鋼桁橋に架け換えられた。
　現在の橋は、昭和41（1966）年に強度を高めた橋に架け換
えられ、同45（1970）年に歩道部が拡幅された。さらに平成10
（1998）年には、橋面の美装化工事により装いを新たにした。

瓦　屋　橋〈東横堀川〉かわらやばし●Kawaraya-bashi

　上大和橋の下流で東横堀川は終わり、直角に西に
曲がって道頓堀川へと続く。元和元（1615）年に道頓
堀川が開削されるまでは、川はここまでしかなかった。
そのためこの場所を堀止めとか堀詰と呼んでいた。
　この頃はこの辺りに橋の必要性が少なく、九之助橋
より下流には橋が見当たらなかった。上大和橋もいつ
頃に架けられたのかは不明だが、東横堀川西岸道路
の延長上に橋が架けられたと考えられる。現在のよう
に上大和橋と下大和橋の位置が定まったのは、元禄
後期と思われる。
　上大和橋は明治以降も長らく木橋で、明治30（1897）
年頃に架け換えられたときも依然木橋のままだった。
近代橋になったのは、大正14（1925）年に第一次都市
計画事業に基づき、三径間単純鋼桁橋が架けられた
とき。
　現在の橋は、戦後、阪神高速道路ランプが造られた
時に少し改造されたものである。

上 大 和 橋〈東横堀川〉かみやまとばし●Kamiyamato-bashi
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